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●桜山 4丁目町内会文化展のお知らせ  

新型コロナの影響で２年間開催できませんでしたが、新型コロナのワクチン接種も進み、いろいろな活動も

コロナ前の状態に戻りつつあることから桜山4丁目町内会の会員・家族による文化展を11月3日(木)の文化

の日に開催いたします。 

そのための作品を募集中です。そして、皆さんの作品を見ながら楽しい一時を過ごしましょう。

 

  ●日   時：11月 3日（木）10時〜16時 

  ●会   場：商工会館 3階第 1〜第 2会議室 

  ●応募作品：絵画、書道、写真、手工芸、押し花、パッチワーク、 

折り紙、鉢植、その他皆さんが楽しんでいる趣味の作品 

  ●搬   入：9時から搬入 会場へ作品を持参下さい。 

  ●搬   出：16時から

 

 

出展を予定される方は出展内容と展示に必要な大きさを知らせて下さい。 

連絡先：愛 恭輔（871-7520）、細川 進（873-3868）、野尻 節子（871-0016） 

 

なお、当日会場には作品を運べないけれど、自宅にコレクションや盆栽、菊等があるので

ぜひ自宅に見に来てほしいという方がおられましたら、ご連絡ください。 

 

●スポーツの秋・芸術の秋です。 

・逗子スポーツの祭典 2022の案内 
 前号でお知らせしましたが、逗子スポーツの祭典 2022が 10月 16日(日)10時～15時まで第一

運動公園と逗子アリーナで開催されます。ボッチャやモルック、コーンホールなど普段体験できな

いスポーツが気軽に楽しめます。健康相談や景品が当たるスタンプラリーもあります。子供から高

齢者まで幅広い年代の参加を希望しています。 

 

・第 70回逗子市文化祭 

 広報ずしでは市のいろいろな取り組みを紹介していますが、10月22日からいろいろな取り組み

が始まります。詳しくは広報P20から紹介されています。身近な方の出品や参加があるかも知れま

せん。出かけてみてはいかがですか。 



●鎌倉時代にかかわる田越河原での哀れな出来事 

桜山4丁目地域に流れている田越川の清掃は平成15年7月27日(日)に最初に行われてから19

年経ちました。皆様のご協力で川をきれいにするという意識も高まり、子供達がカニやハゼなどを

掬う様子もよく見かけるようになりました。皆様に親しまれている田越川ですが、鎌倉幕府創生期

に、田越川のほとりで処刑された哀れな物語の墓と碑があります。これらは田越橋の近くにある六

代御前の墓と清水橋近くの三浦遺孤の碑です。 

今NHKで「鎌倉殿の13人」の大河ドラマが放映されて鎌倉幕府の出来事に関心を持たれた方

もおられると思いますが、これらの碑は鎌倉時代の歴史の中心の出来事でないために関心が薄

いと思われますが、田越川の歴史の一面を知る出来事なので記載しました。 

 

・六代御前の碑 

 「六代御前」は平清盛の曽孫で平維盛の嫡子、平高清のことです。

平氏興隆の基盤をつくったとされる平正盛から数えて六代目というこ

とから幼名に名付けられたそうです。平家滅亡後の文治元年（1185

年）当時12歳の頃に捕らえられました。平清盛の直系にあたることか

ら斬首になるところを文覚上人の頼朝への命乞いで助けられ、その

後文覚上人の弟子となり平穏に過ごしていたとのことです。源頼朝

の死去で謀反の罪で再び捕えられ、田越河原で処刑されたとのこと

です。 (このことに関して確実な史料がなく不明な点が多いとのこと

です) 六代御前の六大山不動院は桜山氏子会が所管しており、毎

年７月２６日に供養の祭礼を行っています。 

 

・三浦遺孤の碑 

 遺孤とは「みなしご」のことで、ここで九つ、七つ、五つ、三つの四

人の幼子の命が河原に消えたのは承久3年(1221年)のことでした。

父親は三浦胤義(みうらたねよし)です。三浦氏は三浦半島一体を 

支配していた武将で父親の三浦義澄は13人の御家人の一人です。

兄に三浦氏の最盛期を築い

た策士の三浦義村(大河ドラ

マでは山本耕史が役)がおり、

胤義は弟です。承久3年に起

きた承久の乱では胤義は鳥

羽上皇側に味方し鎌倉幕府 

軍と戦ったが敗れて自害して

います。兄の義村は乱の終息後、

三浦氏の嫌疑を避けるため衣笠

村の矢部で祖母と一緒にいた胤義の幼子四人を奪い処刑を命じ、義村の郎党小川十郎が田越

河原で処刑したとのことです。後に三浦義村は３代執権北条泰時とともに訪れ、供養のために８万

４千基の石塔を建てたのことです。 

 

逗子には鎌倉幕府と関わりがある場所やお寺がいくつかあります。出かけてはいかがですか。 

・岩殿寺(久木5-7-11):頼朝や政子ほか多数詣でる。逗子駅から徒歩20分 静かなところです。 

・名越の切通:三浦半島と鎌倉を結ぶ要所。逗子からの登り口は３か所あります。 

・和賀江島:1232年に北条泰時により船着き場となる人工島を作りました。逗子マリーナから鎌倉

に抜けるトンネルを出るとすぐに左側に碑が立っています。 

六代御前の墓 

三浦遺孤の碑 (左)昔あった碑 (右)現在の碑 


